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はしがき

体血圧が低下 して も、0定 の範囲内では、脳血流は一定に

保たれる、脳血流 自動調節能については、古 くか ら知 られているが、その調節

因子については未だ解明されていない。近年の研究か ら、脳血流 自動調節能

に0酸 化窒素(NO)が 関与 していることが示唆されている。今回、我々は正常

ラット及び脳虚血 ラットを用いて、脱血 によ り体血圧 を下降させて、マイク

ロダイ リーシス法 にて脳組織のNO代 謝産物を、レーザー ドップラー血流計を

用いて脳血流 をそれぞれ測定 した。また、NO器 質の投与 によるNO代 謝産物

及び脳血流の測定 も行い、脳血流の自動調節能 における一酸化窒素(NO)の 関

与につき検討 を行 った。
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